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ひょうご人権ジャーナル

82013年
（平成25年）
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データで見る同和問題の現状
あまりにも一面的な
部落に対するイメージ
石元清英さん（関西大学社会学部教授）

新たなまちづくり
川﨑正明さん（全国隣保館連絡協議会会長）

今日における同和問題の現状と課題
兵庫県健康福祉部人権推進課

同和問題や高齢者問題を扱った
人権劇を上演
テアトロ三木（三木市）

ふれあいサロン

情報ぷらざ

つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り

特
集
テ
ー
マ

同
和
問
題

兵庫県では、日常生活の中で人権尊重を自然に態度や行動として
表すことが文化として定着する社会をめざしており、特に8月を推
進強調月間として市町と共に啓発活動を展開しています。3日には
丹波市で「ひょうご・ヒューマンフェスティバル2013 in たんば」を
開催します。詳しくは8ページをご覧ください。

8月 人権文化をすすめる県民運動推進強調月間

ひろげよう こころのネットワーク
兵庫県人権啓発活動
シンボルマーク

兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発協会
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同和問題特集
社会全体に同和問題についての理解は深まっている一方、結婚問題やインターネット上での
悪質な書き込み、えせ同和行為など解決しなければならない課題もあります。今一度、同和
問題への関心を深め、心と心がつながり合えるまちづくりについて考えてみましょう。

人権課題の中で、同和問題はどれほど認識されているのでしょうか。
内閣府「人権擁護に関する世論調査」の平成19（2007）年度と平成24（2012）年度のデータを比べてみましょう。

【1】同和問題に対する関心
は、平成 19 年度の15.0％か
ら平成 24 年度は 13.4％に
減少しています。
【2】結婚問題や就職・職場
で不当な扱いを受けるなどの
割合は低くなっていますが、
インターネットによる差別が
増加するなど、時代とともに
同和問題に関する人権問題は
変化しており、依然、差別意
識が存在していることがうか
がえます。

【1】「日本における人権課題について、関心があるものはどれか」という設問に対する回答　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （複数回答）

データで見る同和問題の現状

障
害
者

子
ど
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　人
権
侵
害

高
齢
者

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

　人
権
問
題

女
性

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て

　拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等

犯
罪
被
害
者
等

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

H
I
V
感
染
者
等

同
和
問
題

ハ
ン
セ
ン
病

　患
者・回
復
者
等

※

ホ
ー
ム
レ
ス

外
国
人

人
身
取
引

（
性
的
搾
取
、強
制
労
働
等
を
目
的
と
し
た
人
身
取
引
）

性
同
一
性
障
害
者

（
生
物
学
的
な
性
と
性
の
自
己
意
識（
こ
こ
ろ

  

の
性
）が
一
致
し
な
い
者
）

性
的
指
向

（
異
性
愛
、同
性
愛
、両
性
愛
）

ア
イ
ヌ
の
人
々

そ
の
他

特
に
な
い
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結婚問題で周囲の反対を受けること

身元調査をされること

差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること
インターネットを利用して

差別的な情報が掲載されること
差別的な落書きをされること

その他

特にない

わからない

42.9
37.3

30.1
27.8
26.4
24.9

29.8
23.2

9.8

0.8
0.8

14.3
18.6
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7.6
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（％）

平成19年度調査
（有効回答数=1,766人）
平成24年度調査
（有効回答数=1,864人）

※平成 19 年度は「ハンセン病患者・元患者等」

【2】「同和問題に関し、どのような人権問題が起きていると
　　思うか」という設問に対する回答（複数回答）

平成19年度調査
（有効回答数=1,404人）
平成24年度調査
（有効回答数=1,476人）
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メッセージ

特集 同和問題

　
私
は
大
学
で
部
落
問
題
に
関
す
る
講
義
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
学
生
た
ち
に
部
落
問
題
を
教
え

て
い
て
感
じ
る
の
は
、
学
生
た
ち
が
被
差
別
部
落

（
以
下
、
部
落
と
い
う
）
に
対
し
て
も
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
に
も
一
面
的
で
、
実
際
の
部

落
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は

１
回
目
の
講
義
の
冒
頭
に
、
受
講
生
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
す
。
受
講
生
が
ど
の
程
度
、

部
落
問
題
を
理
解
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
講

義
の
進
め
方
を
考
え
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

す
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
部
落
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
設
問

（「
明
る
い
」「
暗
い
」「
豊
か
な
」「
貧
し
い
」な
ど
、

14
の
選
択
肢
を
あ
げ
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
選
ぶ
と
い
う
設
問
）
で
は
、「
暗
い
」
と
回
答

し
た
学
生
が
49・１
％
、「
貧
し
い
」
43・０
％
、「
閉

鎖
的
」
60
・
４
％
と
、
部
落
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
学
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
部
落
は
差
別
さ
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
暗
い

の
だ
ろ
う
。貧
し
い
か
ら
差
別
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

差
別
の
結
果
、
閉
鎖
的
な
の
だ
ろ
う
と
、
考
え
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
た
し
か
に
１
９
６
０
年
ご
ろ
ま
で
の
部
落
は
貧

し
か
っ
た
で
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る

深
刻
な
若
年
労
働
力
不
足
の
も
と
で
、
部
落
で
は

若
年
層
を
中
心
に
安
定
的
な
仕
事
に
就
く
人
が
増

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
後
の
同
和

対
策
事
業
の
本
格
化
は
、
部
落
全
体
を
大
き
く
変

化
さ
せ
ま
し
た
。
近
年
、
都
市
部
落
で
経
済
的
安

定
層
の
流
出
と
い
う
問
題
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

か
つ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
部
落
の
貧
困
は
、
基

本
的
に
は
解
消
し
て
い
ま
す
。
部
落
の
変
化
は
、

結
婚
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
ま
す
。
部
落
外
出
身
者

と
の
結
婚
は
、
戦
後
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
、
部

落
に
住
む
人
に
限
っ
て
み
て
も
、
最
近
の
結
婚
で

は
部
落
外
出
身
者
と
の
結
婚
が
大
半
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
２

※

０
０
０
年
に
実
施

さ
れ
た
大
阪
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
部
落
に
居
住

す
る
夫
婦
総
数
の
う
ち
、
６
割
ほ
ど
が
部
落
出
身

者
と
部
落
外
出
身
者
の
夫
婦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
部
落
に
は
多
数
の
部
落
外
出
身
者

が
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
戦
後
、
多

く
の
不
安
定
就
労
者
が
流
入
し
、
拡
大
し
続
け
た

都
市
部
落
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

部
落
は
開
放
的
な
の
で
あ
り
、
閉
鎖
的
な
ど
と
は

い
え
な
い
の
で
す
。

　
部
落
に
対
し
て
、
一
面
的
な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
市
民
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
傾

向
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
面
的
な
部
落
観
を
克

服
す
る
よ
う
な
教
育
・
啓
発
が
望
ま
れ
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
一
面
的
な

部
落
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
関
西
大
学
社

会
学
部
専
任
講
師
、同
助
教
授
を
経
て
、１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
か
ら
現
職
。

同
大
学
人
権
問
題
研
究
室
長
も
兼
務
す
る
。
著
書
に
「
部
落
史
研
究
か
ら
の

発
信
（
第
３
巻
）」（
解
放
出
版
社
）、「
脱
常
識
の
部
落
問
題
」（
か
も
が
わ
出
版
）

な
ど
。

※
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
態
等
調
査
（
２
０
０
０
年
大
阪
府
）

石い
し
元も
と　
清き
よ
英ひ
で 

さ
ん
（
関
西
大
学
社
会
学
部
教
授
）
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同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
「
同
和
問
題
は
も
う
解
決
し
た
の
で
は
」「
同
和
問
題

の
研
修
は
も
う
し
な
く
て
い
い
の
で
は
」「
同
和
問
題
は

私
に
は
関
係
な
い
」
な
ど
、
こ
ん
な
声
を
聞
く
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
声
の
背
景
に
は
何
が
あ
る

の
か
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
人
権
同
和
教
育
・
啓
発

の
目
的
、
内
容
、
手
法
を
検
証
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め

て
問
題
解
決
へ
の
方
向
性
や
糸
口
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
精
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
実
を
直
視
し
た
啓
発
活
動
を

　
同
和
問
題
は
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
り
、
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
33
年
間
の
特
別
対
策
が
行
わ
れ

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
悪
質
・
陰
湿
な
差
別
書
き
込
み

や
土
地
差
別
事
件
な
ど
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
近
年
の
行
政
書
士
・
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
事
件
に
お
け
る
依
頼
内
容
の

８
〜
９
割
は
、
結
婚
相
手
の
身
元
調
査
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
身
元
調
査
を
依
頼
す
る
悪
し
き
差

別
的
慣
習
、
差
別
意
識
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
件
の
被
害
は
、
同
和
地

区
住
民
の
み
な
ら
ず
、
幸
せ
に
な
り
た
い
と
い
う
結
婚

当
事
者
双
方
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
結
果
を
招
い
た
り
、

多
く
の
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
の
侵
害
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
具
体
的
事
例
を
広
く
周
知

し
、
身
元
調
査
が
多
く
の
国
民
の
不
利
益
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

人
と
人
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
を
め
ざ
す
隣
保
館

　
同
和
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
隣
保

館
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
差
別
が
人
と
人
を
切

り
離
し
て
い
る
現
実
を
見
据
え
、「
つ
な
が
り
」
の
再
構

築
を
通
じ
て
人
権
文
化
が
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
め
ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
内
外
住
民
の
交
流
活
動
の
推
進
を
は
じ
め
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
地
域
活
動
の
担
い
手
と
な
る
実
践
、

互
い
の
民
族
や
文
化
を
理
解
す
る
食
文
化
の
交
流
、
地

域
自
主
防
災
教
育
を
通
し
た
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の

訓
練
…
。

　
そ
の
営
み
の
成
果
は
、「
21
世
紀
を
人
権
の
世
紀
に
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
地
域
社
会
で
根
付
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
人
間
関
係
あ
ふ
れ
た
ま
ち
、
誰
も
が

安
心
で
安
全
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
の
隣
保

館
は
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
広
島
県
福
山
市
生
ま
れ
。

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
、
福
山
市
役
所
に
入
庁
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

か
ら
広
島
県
隣
保
館
連
絡
協
議
会
会
長
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
会
長
な

ど
を
歴
任
。
２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
か
ら
現
職
。

新たな
まちづくり
川
かわ

﨑
さき

　正
まさ

明
あき

さん
（全国隣保館連絡協議会会長）
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特集 同和問題

同
和
問
題
と
は

　
同
和
問
題
は
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
つ
く

ら
れ
た
身
分
差
別
に
よ
っ
て
、
国
民
の
一
部

の
人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
に
低
い
状
態
に
お
か
れ
、
生
活
す
る
上

で
厳
し
い
差
別
を
強
い
ら
れ
て
き
た
、
日
本

固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
長
年
に
わ

た
り
国
や
地
方
公
共
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
、
生
活
環
境
、
社
会
福
祉
、
教
育
等
各
種

分
野
で
特
別
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
存
在
し
て
い
た
格
差
は
、
住

宅
や
道
路
等
の
住
環
境
を
中
心
に
大
き
く
改

善
さ
れ
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
特
別

対
策
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
兵
庫
県
に
お
い
て
実
施
し

た
意
識
調
査
結
果
を
み
る
と
、
同
和
問
題
が

生
じ
る
原
因
や
背
景
と
し
て
、「
社
会
全
体

に
残
る
差
別
意
識
」「
家
族
、
親
類
か
ら
教

え
ら
れ
る
偏
見
・
差
別
意
識
」
な
ど
、
社
会

や
周
囲
の
人
々
の
差
別
意
識
を
指
摘
す
る
人

が
多
い
中
、
５
年
前
に
比
べ
そ
の
割
合
が
減

少
す
る
な
ど
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
と
認
識
は
着
実
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
い
ま
だ
に
次
の
よ
う
な
結
婚
や
居

住
、
就
職
問
題
な
ど
に
関
わ
る
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

同
和
問
題
の
解
決
を
阻
む
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
表
現

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
特
定

の
地
区
を
同
和
問
題
に
関

連
し
た
地
区
と
し
て
、
そ

の
地
区
の
名
称
や
映
像
を

ネ
ッ
ト
上
に
流
通
さ
せ
た

り
、
公
共
の
場
に
差
別
的

な
内
容
の
落
書
き
を
す
る

な
ど
、
差
別
を
助
長
さ
せ

る
行
為
が
依
然
と
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
誰
が
書
い

た
か
分
か
り
に
く
い
と
い

う
匿
名
性
の
高
さ
を
悪
用

し
て
、
誤
っ
た
認
識
や
差

別
意
識
を
広
め
て
し
ま
う

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

●
身
元
調
査

  

２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
に
、
兵
庫
県
に
お
い
て
、
あ
る
行
政
書
士

が
興
信
所
等
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
不
正

に
戸
籍
謄
本
等
を
入
手
し
て
い
た
事
実
が
発

覚
。
ま
た
２
０
１
１（
平
成
23
）年
11
月
に
は
、

東
京
の
司
法
書
士
と
探
偵
社
に
よ
る
全
国
規

模
の
不
正
取
得
事
件
も
発
覚
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
不
正
行
為
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
で
あ
る
と
と
も
に
、
重
大
な
人
権
侵
害
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
不
正
取
得
に
基
づ

く
身
元
調
査
に
よ
り
、
本
人
の
資
質
と
は
直

接
関
係
の
な
い
出
身
地
や
家
族
の
状
況
な
ど

か
ら
調
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
結
婚
差
別
や
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
は
極
め
て
不
合
理
な

こ
と
で
あ
り
、
厳
正
な
対
応
が
必
要
で
す
。

  

な
お
、
こ
の
よ
う
な
戸
籍
謄
本
等
の
不
正

取
得
を
防
止
す
る
た
め
、「
本

※

人
通
知
制
度
」

を
導
入
す
る
市
町
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
土
地
差
別
調
査

  

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
、
大
阪
府
に

お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
開
発
業
者
か
ら

土
地
調
査
の
依
頼
を
受
け
た
リ
サ
ー
チ
会
社

が
、
同
和
地
区
の
地
域
に
つ
い
て
「
不
人
気

地
域
」「
敬
遠
さ
れ
る
エ
リ
ア
」
な
ど
差
別

的
表
現
で
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
和
地
区
の
所
在
に
つ
い
て

宅
地
建
物
取
引
業
者
や
自
治
体
の
窓
口
等
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
今
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
偏
見
や
差
別
意
識
が
根
強
く

残
っ
て
い
る
表
れ
で
あ
り
、
粘
り
強
い
啓
発

が
必
要
で
す
。

●
え
せ
同
和
行
為

  

え
せ
同
和
行
為
と
は
、
同
和
問
題
を
口
実

に
し
て
、
不
当
な
寄
付
を
募
っ
た
り
、
高
額

な
書
籍
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
不
当
な
要
求

行
為
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
同
和
問
題
に
対

す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
、
新
た
な
差

別
意
識
を
生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
え
せ
同
和
行
為
を
な
く
す
た
め
に
は
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
と
と

も
に
、
不
当
な
要
求
を
毅き

然ぜ
ん
と
し
た
態
度
で

拒
否
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

兵
庫
県
の
取
り
組
み

　
兵
庫
県
で
は
、
人
権
侵
害
に
結
び
付
く
よ

う
な
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

差
別
の
な
い
共
生
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た

｢

人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動｣

を
市

町
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
職
場

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
同
和
問
題

に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
の
教
育
・
啓
発
が
浸
透
し
て
い
く
よ
う
、

隣
保
館
等
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

ま
た
、
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
事
案
に

対
し
て
は
、
法
務
局
と
連
携
し
て
適
切
な
対

応
を
図
り
ま
す
。

今
日
に
お
け
る
同
和
問
題
の
現
状
と
課
題
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
人
権
推
進
課

※
「
本
人
通
知
制
度
」
…
あ
な
た
の
代
理
人
や
第

三
者
（
弁
護
士
、
司
法
書
士
等
の
資
格
を
持
つ
人

な
ど
）
が
、
あ
な
た
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
な
ど

を
取
っ
た
際
、
市
役
所
や
町
役
場
か
ら
通
知
を
行

う
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
役
所
、
町
役
場
で
の
登
録

が
必
要
で
す
。
第
三
者
に
交
付
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
※
２
０
１
３
（
平

成
25
）
年
７
月
１
日
現
在
、
県
内
で
は
16
市
町
が

導
入
し
て
い
ま
す

社会全体に残る差別意識 24.6
25.7

18.5
20.2

11.3
14.8

10.7
11.2

1.8
2.5
1.4
2.3
0.8
0.8
2.7
2.8

15.5
19.8

12.7
0.0

0 10 20 30（％）

家族、親類から教えられる
偏見・差別意識

地域の人から伝えられる
偏見・差別意識

個人の理解不足

行政の人権問題の啓発の
不十分さ

学校での人権教育の
不十分さ

職場などで伝えられる
偏見・差別意識

その他

わからない

複数回答、無回答

兵庫県・㈶兵庫県人権啓発協会「人権に関する県民意識調査」
（平成20年10月調査）より

同和問題が生じる原因や背景として、
あなたが思い当たるのは次のどれですか

平成20年度調査
（有効回答数=1,368人）
平成15年度調査
（有効回答数=1,448人）



　

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
三
木
市
の
人
権
団

体
と
し
て
発
足
し
た
劇
団
「
テ
ア
ト
ロ
三
木
」
は
、

同
和
問
題
や
高
齢
者
問
題
、
戦
争
と
平
和
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
を
通
し
て
、
人
権
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
地
域
住
民
の
ほ
か
教
員
や
大
学
生

を
含
む
20
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
の
13
人
。
演
じ

る
こ
と
以
外
に
、脚
本
の
作
成
、衣
装
や
道
具
作
り
、

照
明
も
自
分
た
ち
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。
12
月
の

市
立
総
合
隣
保
館
の
文
化
祭
に
向
け
て
、
６
月
か

ら
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
秋
か
ら
稽
古

に
入
り
ま
す
。「
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
全
員
の

目
の
色
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。『
こ
の
場
面
で
は

こ
う
言
う
の
で
は
な
い
か
』
な
ど
と
意
見
を
出
し

合
っ
て
、
稽
古
の
中
で
せ
り
ふ
を
変
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
代
表
の
坂
本
規た

だ
しさ
ん
。

　
毎
年
、文
化
祭
で
の
公
演
は
反
響
が
大
き
く
、「
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
熱
演
ぶ
り
に
感
動
し
た
」
と
い
う

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
芝
居
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
今
年
も
精
一
杯
の
演

技
で
思
い
を
伝
え
た
い
で
す
。
舞
台
を
見
た
人
が

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
坂
本
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
文
化
祭
ま
で
あ
と
４
カ
月
。
秋
に
な
れ
ば
煌こ
う

々こ
う

と
明
か
り
の
灯
っ
た
稽
古
場
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
た

ち
の
情
感
の
こ
も
っ
た
せ
り
ふ
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。

同
和
問
題
や
高
齢
者
問
題
を
扱
っ
た
人
権
劇
を
上
演

昨年冬の文化祭で上演した「村にバスがやってきた」の一場面。バ
ス停の設置を望む住民と、複雑な思いで反対する若い世代の意見の
衝突を通して、同和問題や思いやりの気持ちについて考えるストー
リーです

「人権について学ぶ子どもたちに
保護者も頑張っている姿を見せ
たい」と、三木市立総合隣保館
で朗読劇を始めた市民が中心と
なって、2007（平成 19）年に
発足。12月の同館の文化祭では、
これまでに「長い廊下の向こう
に」「鬼たちの桃太郎」など 6作
品を上演してきました。
　 三木市立総合隣保館
　 TEL 0794（82）8388

テ
ア
ト
ロ
三
木
（
三
木
市
）

テアトロ三木

問

6

　亡き父の不動産業を継ぐため、近藤聡は東京生まれの
妻、由美と小学５年生の長女、晴香を連れて故郷の兵庫
へＵターンします。店を手伝い始めて間もなく、賃貸物
件を案内した由美は、客から「同和地区じゃないよね」
と聞かれ、まだ偏見が残っていることを感じます。
　晴香は言葉のアクセントの違いからクラスメートと
ギクシャクします。ある日、晴香の靴がなくなり、友
人の恵理と寛太が一緒に探してくれてコンポストから
見つけ出しました。寛太が去った後、彼の靴袋が落ち
ていたので、住所を頼りに届けに行きました。帰宅が
遅くなった理由を話す晴香の口から「南北町」と聞い
た時、祖母の八重子は動揺します。夕食後、八重子も

交えた家族だんらんのひと
とき、同和問題が話題に上
りました。寛太の母と聡が
同級生だったことも分か
り、昔の「落書き問題」を
振り返りながら、自分たち
の町についてより深く考え
るのでした。
　（公財）兵庫県人権啓発協会では人権啓発ＤＶＤ・
ビデオを地域団体や学校等に貸し出しています。ま
た、地域の学習会向けに販売もしています。詳しくは
TEL078（242）5355 へ。

「私の好きなまち」
人権啓発ＤＶＤ・ビデオのご案内

特集 同和問題

35分
企画：兵庫県、兵庫県人権啓発協会
　　 2005（平成17）年



忘れない 3.11
被災地のいま

クロスワードを解いて、A～Iの文字を順番に並べると、
何という言葉になるでしょう？

●6月号を読み、私たち世代は仕事や育児か
ら解放されましたが、若い世代の人たちの
育児や仕事の負担を軽くすることと、子ど
もたちが健やかに成長することが、これか
らの日本の発展に必要だと思いました。微
力ながら支えていきたいです。
　（太子町・熊谷光世さん）

●クロスワードパズルで脳トレを楽しんでい
ます。毎月、「取材ノートから」を読み、NPO
等のさまざまな活動を知るたび、人権擁護
の重要性について考えさせられます。
　（洲本市・上撫貴子さん）

●育児と仕事の両立をめざす神戸ベイビーカ
フェの若いママさんたちへエールを送りた
いです。自分が子育てしていたころより、進
んだ考え方に感心しています。育児と仕事
を両立させてほしいと思います。
　（加古川市・穴田敏子さん）

「読者からのお便り」の投稿掲載者（10月号に掲載）とクロスワードの正解者（抽選で10人）
にオリジナルカードケースをプレゼント。本誌「きずな」へのご意見やご感想、人々との触れ
合いを通した心温まるエピソードなどを募集しています。どしどしご投稿、ご応募ください。 
※投稿はペンネームの使用も可能です ※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます

※投稿者と応募者の個人情報は適切に管理し、誌面づくり以外の目的には利用しません

■応募方法・締め切り
はがきかファクス、メールで受け付け。クロスワードの答え、郵便番号・住所、名前（ペンネー
ムを使用する場合も要併記）、電話番号、年齢、職業、本誌へのご意見・ご感想を書いてくだ
さい。9月6日（金）締め切り（必着）
■応募先　〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15 県立のじぎく会館内
　　　　　（公財）兵庫県人権啓発協会「きずな編集室」
　　　　　TEL 078（242）5355  FAX 078（242）5360 info＠hyogo-jinken.or.jp

きずな。「○○○○あえる町づくり」
○○のない人生にしたい
昆虫採集には必携です
○○○○のない命
まじめで真心が感じられるさま
人と人を結ぶ不思議な力、巡り合わせ
新聞、雑誌、テレビなどを通じての大衆伝達
ものの根本。「弱そうに見えて○○は強い」
夏の風物詩の一つ。かがり火をたいてアユなどを獲ります
表現上の技巧。「ことばの○○」
思う存分行って十分満足すること

1
2
3
4
5
8
9
10
11
12
13
16

1
4
6
7
9
10
12
14
15
17
18

〈6月号の答え〉シゴトトイクジノリヨウリツ

「きずな」のバックナンバーは、当協会または各市町
の人権啓発担当部署にお尋ねください。

お便り掲載者 クロスワード正解者（抽選）

この夏は個人旅行？ それとも○○○に参加？
サーフィンを日本語で言うと「○○乗り」
相手の気持ちや立場をくみ取り、相互の○○○を深めたい
夏が終わり、秋の始まる月
家族の生活の中心となる場所　
あるものと他のものとの相違。善悪の○○○はしっかりとつけたい
こよりの先に火薬を練り込んで作った○○○○花火
アルファベットの19番目の文字
この夏、何か深い○○○○を覚えるような経験ができればいいですね
特定の物事に熱中する人
大切な人には「私はいつもあなたの○○○だよ」と伝えたい
アウトの反対です

読者からのお便り

オリジナルカードケースをプレゼント！
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　神戸出身の舞台美術家、妹尾河童さ
んの自伝的小説「少年H」。1997（平成
9）年に刊行されて以来、初の映画化と
なる同作は、神戸や加古川でもロケが
行われ、兵庫県もひょうごロケ支援Net
を通して撮影に協力しました。
　舞台は昭和初期の神戸。洋服の仕立
て屋を営み、子どもたちを温かく見守る
父、盛夫。大きな愛で家族を包む母親、
敏子。そんな両親の下、好奇心旺盛に育った「H」こと肇と妹の
好子。一家は幸せに暮らしていましたが、太平洋戦争による軍

事統制が厳しさを増していきます。
　中学校に入学したHを待っていたの
は連日の軍事教練でした。1945（昭
和20）年、神戸は大空襲に遭い、終戦
を迎えた時には、街は見渡す限りの焼
け野原になっていました。その中で、神
戸も日本も、そしてHの一家も新たな
一歩を踏み出します。8月10日（土）か
ら全国東宝系で公開されます。

太子町
「人権文化をすすめる町民運動」
記念講演会

●日時／8月4日（日）13:30～14:10、14:20～15:50  ※無料、申し込み不要
●場所／太子町立文化会館  ※JR「網干」駅から神姫バス「鵤」下車、徒歩約2分
●内容／人権ポスター・標語優秀作品掲示・表彰、講演「ささえあい、思いやる言葉と心

～言葉ひとつでこう変わる～」羽川英樹さん（フリーアナウンサー）
●問い合わせ／太子町社会教育課　TEL0792（77）1017

加西市
人権文化をすすめる
市民のつどい

●日時／8月18日（日）13:30～16:00  ※無料、申し込み不要
●場所／加西市民会館文化ホール  ※北条鉄道「北条町」駅から徒歩約10分
●内容／人権ポスター・標語表彰式、第14回「愛の詩」表彰式、講演「鶴瑛の介護講談～

ほっとけ 心でアッパレ介護～」田辺鶴瑛さん（女流講談師）
●問い合わせ／加西市人権推進課　TEL0790（42）8727

尼崎市
第27回じんけんを考える
市民のつどい

●日時／8月23日（金）13:30～15:30  ※無料、申し込み不要（先着400人）
●場所／中央地区会館（サンシビック尼崎）大ホール  ※阪神「尼崎」駅から徒歩約5分
●内容／第1部:パネルディスカッション「今、子どもたちは…～マスメディアからは見

えないもの～」、第2部:講演「『いじめ後遺症』って?」斎藤環さん（筑波大学社会
精神保健学教授）

●問い合わせ／尼崎市人権課　TEL06（6489）6658

妹尾河童さんのベストセラー「少年H」を初めて映画化

©2013「少年H」製作委員会

NHK大河ドラマ「平清盛」の題字を
手掛けた、障害のある天才書家、金澤
翔子さん、泰子さん親子による人権
講演会、〝全盲のチャレンジャー〞立
木早絵さんの弾き語り＆トークライ
ブ、アンパンマンのショーなど盛り
だくさんの内容です。詳しくは当協
会ホームページをご覧ください。

日時／8月3日（土）10:30～15:30
場所／丹波の森公苑、柏原住民センター（丹波市柏原町柏原5600）

「ひょうご・ヒューマンフェスティバル
 2013 in たんば」を開催

イベントガイド

監督：降旗康男
出演：水谷豊、伊藤蘭、吉岡竜輝、花田優里音ほか

「わたしたちも
〝人権文化をすすめる県民運動〞
　　　　　　　 を応援しています！」

C 阪神タイガース

  

妹尾河童さんのベストセラー

2013（平成25）年8月発行

（公財）兵庫県人権啓発協会　〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15　県立のじぎく会館内
　　　　　　　　　　　　　TEL 078（242）5355　FAX 078（242）5360　 info＠hyogo-jinken.or.jp

兵庫県人権啓発協会 検索

入場
無料


